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人 口 と 世 帯 数

男　　　5  , 873人

女　　　6,144 人

計　　1  2 , 0 1 7人

世帯数　2,690 世帯

47.11 現 在 ．

(敬 称 略)

町
政
功
労
者
を
表
彰

Ｉ
昭
和
四
十
七
年
度
町
表
彰
式
Ｉ

式

辞

本
日

文

化

の
日

を

卜
し

、

昭

和
四

十
七

年

度
町

政

功
労

者

の

表

彰

式
を

挙

行
い

た

し
ま
し

た

と

こ

ろ
、

公
私

共

ご

多
端

の
折

に
も

か
か

わ
ら

ず

、

地
方

行
政

連

絡

室
長

殿
を

は
じ

め
来

賓
各

位

、
関

係
者

皆

々
様

の

ご
列
席

を
賜

り

ま

し

た
こ

と

を
厚

く

お

礼
申

し

上

げ

ま
す

。

当

町

に

お

き
ま

し

て
は

去

る

昭

和
四
十

二
年

、

町

表
彰

規

程

を

制
定

し

政
治

、

経
済

、
。
産
業

等
町

政

各

般

に
わ

た

っ
て

町
の

振

興

に
寄

与

さ

れ
、

そ
の

功
績

顕
著

な
方

々

を
顕

彰

し
民

風

の

高
揚

を

促

進
し

て

滲

っ
て

お
り

本

年
度

は

第

六
回

目

に
あ

た
り

ま

す
。

本

日

表

彰
申

し

上

げ
ま

す

五

名

の
皆

様

方

は
町

職
員

と
し
て

多

年

に
わ

た
り

在
職

さ
れ

、
町

政
に

ご

奉

仕
を

頂

い

た
方

々

な

ら

び

に
多

年
部

落

会

長
、

納
税

組

合

長

と

し

て
町

の
未

端
行

政

事

務

に
ご

尽
力

を
頂

い
た

方

々

で

ご

ざ
い

ま
す

。

皆

様
方

は
そ

れ

ぞ

れ
の
要

職

に

あ

っ
て

、
長

年

に
わ

た

り

地
域

社
会

の
発

展

と
福

祉

向
上

に
多

大

の

ご
貢
献

を

い
た

だ

い

た
の

で

ご
ざ

い
ま

し

て
、

そ

の
功

績

に
対

し
衷

心

よ
り
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
お
か
け
様
を
も

ち
ま
し
て
、
当
町
も
、
町
民
の

ご
協
力
に
よ
り
、
私
の
信
念
と

い
た
し
ま
す
、
明
る
く
、
ゆ
た

か
な
住
み
よ
い
町
造
り
の
た
め

の
も
ろ
も
ろ
の
事
業
も
着
々
進

み
、
町
の
前

途
は
非
常
に
明
る

い
希
望
が
あ
る
と
ぱ
申
せ
益
々

増
大
す
る
行
政
需
要
と
と
も
に

ま
た
多
難
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
方
に
は
、
こ
の

う
え
と
も
ご
健
康
で
町
の
指
導

者
と
し
て
町
民
の
模
範
と
し
て

ま
す
ま
す
ご
尽
す
い
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
町
政
に
つ
き
ま

し
て
も
一
層
の
ご
支
援
ご
べ
ん

た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
私
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

国
見
町
長

関

口

道

孝

受
彰
者
次
の
と
お
り

職

名
　
勤
続
年
数
　
氏

名

部
落
会
長
　

十
年
　

佐
藤
源
蔵

納
税
組
合
長
十
年
　

後
藤
正
明

保
　
母
　
二
十
年
　

玉
木
イ
ヨ

給
食
婦
　

二
十
年
菊
地
マ
サ
子

寮
　
母
　

二
十
年
　

宮
内
ミ
ヱ

昭和47年度

秋季全国火災予防運動
[‾慣れた火に新 たな注意]

国　　　　見　　　　町

人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

一
、
期
日
　
十
一
月
二
十
九
日

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時

一
、
場
所
　
国
見
町

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
、
相
談
内
容

交
通
事
故
・
借
地
借
家

離
婚
・
扶
養
・
相
続

そ
の
他
人
権
相
談

一
、
担
当
者
　
法
務
局
職
員

人
権
擁
護
委
員
　

弁
護
士

○
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り

ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
方
で
す
。

大
字
小
坂
　
佐
藤
善
次
郎

大
字
山
崎
　
早
田
　

盛

Ａ
芸
能
発
表
会
∇

み
な
さ
ん
お
そ
る
い
で
お
い

で
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
Ｏ
　
　
　
　
　
、

一
、
期
日
　
十
一
月
二
十
六
日

午
前
九
時
半
～
四
時
半

一
、
場
所
　

国
見
町
町
民
福
祉

セ
ン
タ
ー

一
、
内
容

民
謡
・
吟
詠
・
舞
踊

コ
ー
ラ
ス
・
筝
・
バ
ン
ド

俳
句
等
の
発
表

くにみ



503 , 61 3 , 000円 (前年比52,4％増)

(昭和46年度国見町一般会計決算)

１
財
政
を
効
果
的
に
運
営
Ｌ

。
健

全
財
政

を
確

保
”

九
月
定
例
町
議
会

で
承
認
さ
れ
た
昭
和

四
十
六
年
度
決
算
の

概
要

は
次
の
と
お
り

で
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

歳
入
、
歳
出
決
算
額

は
、

歳
入
五
〇
三
、
六
一

三
千
円

歳
出
四
九
五
、
二
三

七
千
円

と
な
り
健
全
財
政
を

維
持
し
つ
つ
重
点
事

業
の
計
画
を
基
に
、
住
み
ょ
い

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
町

道
の
舗
装
拡
巾
改
良
、
藤
田
保

育
所
の
改
築
’
中
学
校
の
プ
ー

ル
建
設
を
臾
薗
び
た
七
ま
し
た

次
に
各
部
門
に
お
け
る
主
要

施
策
の
成
果
を
挙
げ
て
み
ま
す

（
単
位
、
千
円
、
百
万
円
以
上

の
事
業
）

１
総
務
部
門

観
月
台
公
園
公
衆
便
所

二

二
五
〇

イ
ク
タ
ー
周
辺
開
発
構
想
委

託
　
　
　
　
　

二
、
〇
〇
〇

町

史

編

さ
ん
　

二
、

四
〇

三

２

民
生

部
門

老
人

医

療
十

割
給

付
繰
出

一

、

四

九

八

季

節

保
育
所

運

営『

五

三

九

・
藤

田

保
育

所
改

築
二
〇
、

三
三

二

３

衛

生

部
門

公

立
藤
田

総
合

病

院
組

合

負

担
金
　
　
　
　

七
、

七

六
〇

水

道
事

業
会

計

出

資

三
、．
０

０
０

伊

達
衛

生
処

理
組

合

負

担
金

三
、

九

ニ

ー

今
農

林
部
門

高

速

道
農
林

業

対
策

事

業

七
、

七
四

一

集
団

桑
園

造

成
事

業

二

九
二
〇

長

業

近
代

化

施

設
補

助

三
、
〇

〇
〇

作

付

転

換
誘

導

事
業

‘一
　
　
一
、

九
四

一

小

規

模
草

地
改

良一
、

三

三
四

掘

込

水

路
　
　

一
、

六
三
〇

森

山
徳

江

排

水

路

一

四
、

四
一
一
〇

川

端
水

路
　
　

三
、

二

四
〇

北

畑
農

道
舗

装

五
、

六
四

六

道
下

農

道
　
　

二
、

八

六

二

小

坂
開

拓

農

道一

二

七
〇

三

森

山
農

道
　
　

九
、

四

四
四

貝

田
林

道
　

コ

『

○

一

一

小

畑
林

道
　

一

二

三
三
四

光

明

寺
林

道
　

二
、
四

七
〇

厚
樫
林
道
　
　

八
、
〇
七
〇

５
商
工
部
門
　
　
勹

商
工
振
興
補
助

气
　
一
〇
〇

中
小
企
業
育
成
四
、
〇
〇
〇

６
土
木
部
門

山
崎
宮
前
町
道
改
良

『

○
○
○

藤
田
堰
下
東
北
線
簡
易
舗
装

二
、
八
二
〇

貝
田
地
内
　
　

二
、
二
八
三

滝
川
地
内
舗
装
九
、
〇
六
〇

山
崎
通
学
道
改
良

北
古
舘
地
内
新
設九

、
四
〇
〇

硯
石
線
　
　
　

一
、
〇
〇
〇

県
営
事
業
負
担
金六

、
三
九
三

貝
田
住
宅
建
設
八
、
九
六
五

ア
消
防
部
門

消
防
ポ
ソ
プ
　

ー
、
三
〇
〇

三
則
常
備
消
防
協
議
会

負
担
金
　
　
　

二
、
七
三
〇

伊
達
消
防
組
合
負
担
金

九
、
九
九
八

８
教
育
部
門

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会

負
担
金
　
　
　

三
、
九
四
一

県
北
中
プ
ー
ルー

０

．
九
二
二

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
親
名
と
続
柄
　
住
　
所

９
、
2
6
　鴨
田
　

秀
幸
　
貞
次
の
長
男
　
内
谷
　
西
4
6

2
7
　鈴
木
　

哲
也
　
光
雄
の
長
男
　
山
崎
　
堰
下
1
2の
1

2
9
　斎
藤
　

哲
也
　
正
昭
の
２
男
　
藤
田
太
子
堂
引
の
６

叩

、了
　

高
橋
　

哲
夫
　

勝
彦
の
長
男
　

鳥
取
　
中
ノ
町
５

８
　

安
藤
　

雅
規
　

宏
美
の
２
男
　
小
坂
　
梅
ノ
町
2
5

1
0
　菅
野
　
　

崇
　
正
光
の
長
男
　
内
谷
　
東
3
2

陷
　
阿
部
　

浩
美
　
初
男
の
長
女
　
貝
田
　
町
裏
4

1
4
　瀬
戸
　

正
博
　
孝
　
の
２
男
　
西
大
枝
上
台
3
9

1
6
　徳
江
　

雄
一
　
匣
雄
の
長
男
　
徳
江
　
舘
2
5

1
8
　佐
久
間
幸
司
　

貞
勝
の
長
男
　

泉
田
　
堰
下
3
1

眄
　

大
野
　
奈
美
　
重
好
の
３
女
　
小
坂
笹
ノ
ロ
２
の
１

第
六
回
青
年
の
船

団
員
　
石
毋
田
　
佐
藤
秀
也

第
六
圓
青
年
の
船
団
員
と
し

て
当
町
石
毋
田
、
佐
藤
米
雄
さ

ん
の
長
男
秀
世
君
が
全
国
多
数

の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

十
月
十
六
日
東
京
港
を
出
港
約

二
ヶ
月
東
南
ア
ジ
ア
視
察
研
修

に
出

発
し

こ
の

た
び
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
セ
ブ
市

よ
り
便
が
届
き
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

第
六
回
青
年
の
船
は
、
三
百

十
三
名
の
団
員
、
四
十
名
の
外

国
青
年
、
及
び
管
理
部
員
、
教

官
を
含
め
た
約
四
百
名
を
乗
せ

た
、
に
っ
ぽ
ん
夾
で
、
晴
海
埠

頭
を
十
月
十
六
日
十
五
時
離
岸

し
た
。
　！

そ
れ
か
ら
、
二
十
一
日
九
時

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
セ
ブ
に
入
港

す
る
ま
で
の
五
日
間
、
大
平
洋

上
に
ひ
と
す
じ
の
船
跡
を
殘
し

て
走
り
続
け
た
。
ゆ
っ
く
り
と

ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
藍
の
水

を
割
っ
て
進
む
白
い
巨
大
な
船

体
、
お
ご
そ
か
に
重
厚
に
、
そ

し
て
不
思
議
な
程
静
か
に
。
鼠

も
夜
も
着
実
に
進
み
続
け
る
た

の
も
し
い
船
に
、
僕
は
た
だ
の

機
械
以
上
の
も
の
を
感
じ
た
。

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
巨
大
な
生

き
も
の
で
あ
る
。

限
り
の
な
い
大
洋
、
果
て
な

い
水
平
線
を
望
み
つ
つ
僕
ら
の

船
は
「
大
平
洋
諸
国
民
の
理
解

と
発
展
を
も
と
め
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
か
か
け
て
、
ひ
た
す

ら
フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
の
セ
ブ
を
め

ざ
す
。
船
旅
特
有
の
恵
ま
れ
た

時
間
を
、
甲
板
で
海
を
な
が
め

た
り
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、

パ

ー
テ
ィ
等
で
消
化
し
な
が
ら
、

旅
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
。
船

旅
は
地
球
の
大
き
さ
を
教
え
て

く
れ
る
。
心
に
く
つ
ろ
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
。

そ
し
て
二
十
一
日
九
時
、
に

っ
ぽ
ん
亢
は
初
め
て
の
訪
問
圸

フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
の
セ
ブ
に
入
港

し
た
。
セ
ブ
市
は
マ
ニ
ラ
に
次

ぐ
市
で
あ
る
が
、
人
口
は
約
三

十
五
万
と
云
う
こ
と
で
福
島
市

と
同
じ
位
と
思
わ
れ
る
。
セ
ブ

卅

の
僕
達
へ
の
待
遇
は
、
国
賓

級
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
セ
ブ

停
泊
第
二
日
目
に
僕
達
は
バ
ス

を
連
れ
て
市
内
見
学
に
出
発
し

た
が
パ
ト
カ
ー
の
先
導
付
き
、

す
べ
て
の
交
差
点
優
先
で
あ
る

街
の
人
々
は
大
変
僕
達
に
対
し

て
好
意
的
で
、
ど
こ
へ
行
っ
て

も
僕
達
は
注
目
の
的
で
人
々
は

気
さ
く
に
手
を
振
っ
て
く
れ
る

し
か
し
街
に
ぱ
多
く
の
粗
末
な

服
装
の
子
ど
も
達
も
多
く
、
裸

足
の
者
も
少
く
な
い
。
こ
の
国

は
非
常
に
貧
富
の
盖
が
大
き
く

高
級
住
宅
地
に
は
大
き
な
邸
宅

を
構
え
た
上
流
階
級
の
人
々
が

住
ん
で
い
る
。
僕
達
は
二
十
二

日
夜
か
ら
二
十
三
日
朝
ま
で
、

市
内
の
家
庭
に
分
散
し
て
民
泊

し
た
が
、
民
泊
先
は
ほ
と
ん
ど

上
流
階
級
の
家
庭
で
僕
の
行
っ

た
先
も
車
二
台
、
使
用
人
三
人

と
云
う
よ
う
な
暮
し
向
き
で
あ

る
。
全
体
的
に
セ
ブ
の
人
々
の

生
活
は
貪
し
い
が
、
ど
こ
か
の

ん
び
り
と
生
き
て
い
る
感
じ
が

す
る
。
そ
れ
ら
の
望
み
少
い
静

か
な
人
々
の
生
活
を
見
る
と
、

経
済
大
国
日
本
に
住
む
者
の
一

人
と
し
て
、
世
界
の
中
に
は
、

僕
ら
と
違
っ
た
価
値
感
を
持
っ

た
人
々
の
存
在
も
あ
る
の
だ
と

云
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た

現
代
の
哲
学
に
は
幸
福
の
哲
学

が
な
い
、
と
云
っ
た
三
木
清
の

言
葉
が
脳
裏
に
鮮
か
に
浮
き
あ

が
っ
て
き
た
。



ご
協
力
ま
ご

と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

徳
江
廃
寺
跡
第
二
次
発
掘
調

査
に
当
り
ま
し
て
、
秋
上
げ
と

い
う
年
中
で
一
番
い
そ
が
し
い

時
に
も
拘
わ
ら
ず
国
見
町
郷
土

史
研
究
会
並
び
に
徳
江
の
皆
様

に
は
、
十
四
日
間
と
い
う
期
間

に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
観
音
寺
の

阿
部
様
ご
一
族
を
は
じ
め
、
観

音
講
の
皆
様
に
は
、
ｔ毎
日
の
ま

か
な
い
方
を
受
持
ち
お
い
し
い

ご
ち
そ
う
を
た
く
さ
ん
つ
く
。つ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
引

圸
芳
男
様
に
は
大
切
な
大
切
な

桑
園
を
た
く
さ
ん
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
ば
か
り
か
、
毎
日
の

お

茶
な

ど

の
接

待

に
一

家

を

挙

げ

て
お

つ

く
し

く

だ

さ
にい
ま

し

た

。
又
、

近

隣

の
方

か
ら

は

にい

ろ
い

ろ

の

道
具

を

お
借

り

し

た

り

屋

敷

や
田

畑

に

ふ
み

込

ま
せ

て

い

た

だ
い

た

こ

と
も
深

く
肝

に
銘

じ

て
お

り

ま
す

。

こ

う

し

た
皆

様

の

ご
好

意

に
よ

っ
て
、

わ

が
国

見
町

の

町
史

は

つ

く

ら

れ
て

い

き
ま

す

。

町

民

の

手

に
よ

る
、
町

民

の

た

め
の

歴
史

、

こ

れ
を
「

国
見

方

式

」

と
世

間

で

は
呼

び
、

郷

土

史

纈

さ
ん

の
理

想

の

姿

と
し

て

い

る

そ
う

で
す

。

ほ

ん
と

う

に
あ

り

が

と
う

ご

ざ

い

ま
し

た
。

国
見
町
教
育

長
岩
谷
唯
近

町
史
編
さ
ん

室
鈴
木
美
一

渡
部
正
俊

市
街
化
区
域
内
の
土
地
に

先
買
制
度
ス
タ
ー
ト

本
年
十
二
月
一
囗
か
ら
「
公

有
地
拡
大
推
進
法
」
に
よ
る
市

街
化
区
域
内
の
土
地
の
先
買
制

度
か
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
県
や

市
町
村
が
住
み
よ
い
街
づ
く
り

を
お
し
す
す
め
る
た
め
、
公
共

施
設
の
建
施
に
心
要
な
土
地
を

先
買
い
で
き
る
よ
う
に
土
地
所

有
者
が
市
街
化
区
域
内
の
一
定

規
模
以
上
（
公
共
施
設
建
設
予

定
地
内
の
三
百
平
方
米
・
全
域

内
の
二
千
平
方
米
）
の
土
地
を

譲
渡
（
売
っ
た
り
、
交
換
し
た

り
、
代
物
と
し
て
弁
済
に
あ
て

る
と
き
）
し
よ
う
と
す
る
と
き

。は
、
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
を

義
務
づ
け
、
土
地
を
必
要
と
す

る
県
や
市
町
村
そ
の
他
地
方
公

共
団
体
等
が
護
渡
前
に
土
地
所

有
者
と
協
議
し
買
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
定
め
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
十
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
袮
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名

年
令

住
　
　
　
　
　
　

所

1
0、３
　

高
橋
　

カ
ン
　
8
5
　山
崎
　
中
川
前
４

４
　

八
巻
　

キ
ソ
　
8
5
　徳
江
　

舘
３

６
　

林
　
　

徳
男
　
。
6
4
　
鳥
取
　
水
無
2
6

7
　
三
木
　

シ
ゲ
　
7
8
　山
崎
　
西
畑
3
2の
１

誹
　
遠
藤
久
三
郎
　
8
0
　内
谷
　
東
脇
2

1
8
　佐
久
間
伊
助
　
7
2
　森
山
　
堀
ノ
内
2
0

2
5
　瀬
戸
　
彦
次
　
7
7
　西
大
枝
上
台
2
2

新
成
人
者
名
簿

昭

和
一
一
十

七

年
四

月

一
日

～

昭

和
二

十
八

年
四

月
匸

日
生

（
ｔ
）
　
藤
田

方

部
　

男

女
計
8
4
名

斎

藤

和
子
　

菅

野
英

理
子
　

羽

根

幹

雄
　

菅
野

雅
恵
　

佐

藤

鏡

デ

ー
大
野

い

み
子
　

三
浦

千
代

子
　

羽

根

田

美
代

子
　

安

達
元

昭
　

松

浦

良

治
　

小
紫

き

み
子

大

槻

恵
子
　

古
川

和

弘
　

松
浦

正
晴
　

本

田
祥
　

一
条

伊

三
郎

佐

藤
和

枝
　

八

巻

久
子
　

鈴
木

英
雄
　

曵

地
義

則
　

八
島

も
と

子
　

大

竹

竹
司
　

佐

藤

イ
チ

子

渡
辺

ま

き

え
　

渡

辺
幸

子
　

大

森

忠

幸
　

號

石

る

り
子
　

高

橋

良

’一
　

内

村

忠

一
　

徳
江

和
義

奥

山

清

一
　

安
田

博

三
　

伊

藤

郁

子
　

武

田

一
枝
　

高
野

君
代

武

田
幹

夫
　

古

川

孝
行
　

武
田

昭

二
　

幕

田
美

枝

子
。

高

橋
一

雄
　

中

野

正
夫
　

吉
田

久
代

治

加

藤
信

子
　

内

村

ト

キ
　

斎
藤

和
夫
　

粟
原

晃

厂

村
上

典
子

佐
藤

隆
　

菊

地

克
治
・
　
後
藤

紀

代

子
　

阿

部

善
市
　

佐

藤
多

喜

男
　

佐

藤
も

と
　

宍

戸
嘉

司

菊
地
吉
伴
　

菊
地
元
子
　
菊
地

幸
代
　
佐
々
木
政
弘
　
吉
見
恭

子
　
佐
藤
重
子
　
佐
藤
喜
孝

本
田
清
子
　

高
橋
由
利
子
　

八

島
富
一
　

関
口
和
希
子
　

高
橋

勝
美
　
安
彦
か
よ
子
　
鈴
木
勝

也
　

鯔
綺
好
美
　

佐
藤
孝
男

吾
妻
悦
郎
　

佐
藤
重
夫
　

佐
藤

し
げ
よ
　
伊
藤
美
好
　
千
葉
富

子
　
中
村
政

了

吉
田
法
子

吉
田
富
美
子
　

宮
野
い
つ
子

中
村
孝
弘
　
高
橋
勇
治
　
中
村

由
起
夫
　
後
藤
澄
男
　

大
和
田

良
子
　
‐

④
　
小
坂
方
部
　

男
女
計
3
9名

原
田
政
光
　

高
原
市
太
郎
　
後

藤
彳
ミ
子
　

高
橋
文
子
　

後
藤

義
男
　

斎
藤
美
枝
子
　

鴨
田
み

や
子
　

大
場
光
男
　
我
妻
三
男

野
村
よ
う

Ｉ
佐
久
間
順
子
　

野

村
悦
子
　
安
藤
俊
一ヽ

佐
藤
美

幸
　
横
山
孝
夫
　
仲
野
松
子

高
鶴
光
雄
　
佐
藤
勢
津
子
　
関

口
政
敏
　
横
山
郁
夫
　
仲
野
道

夫
　

仲
野
ク
イ
子
　
吉
田
イ
フ

子
　
黒
田
武
　
武
田
隆
　
安
偕

芳
子
　
高
原
律
子
　
遠
藤
喜
男

渡
辺
与
志
信
　
高
野
敏
子
　

後

藤
直
正
　

高
野
峰
子
　
鴨
田
英

子
　
鴨
田
育
子
　
菅
野
美
江
子

熊
坂
幹
夫
　
古
内
正
好
　
永
井

義
次
　

古
内
賢
蔵

④

森
江
野
方
部

男
女
計
4
5名

佐
久
間
洋
子
　
佐
久
間
義
典

宍
戸
弘
正
　
樋
口
江
美
子
　

佐

藤
敦
子
　

佐
藤
美
江
子
　
佐
久

間
定
悛
　

佐
久
間
敏
雄
　
吾
妻

悦
子
　
佐
藤
宗
市
　
吉
田
ま
き

子
石
川
政
博
　
佐
藤
い
み
子

佐
藤
よ
ね
　
斎
藤
勝
　
斎
藤
勲

斎
藤
良
一
　
本
多
典
子
　
徳
江

昭
一
　

徳
江
紀
江
子
　
八
巻
重

光
　

佐
野
幹
郎
　

佐
野
正
弘

村
上
久
太
郎
　

村
上
フ
ミ
　
大

波
洋
三
　

大
波
武
男
　
蓬
田
清

子
　
徳
江
和
忠
　
村
上
京
子

実
沢
美
千
子
　

大
波
英
子
　

村

上
澄
夫
　
菊
地
良
一
　
高
橋
春

子
　
菊
地
愛
子
　
菊
地
敏
裕

菊
地
陽
子
　

菊
地
み
さ
子
　
佐

藤
清
一
　
佐
久
間
圧
子
　

佐
久

間
節
子
　

高
橋
み
つ
子
　
菊
地

誠
一
　

菊
地
隆
志

④

大
杢
尸
方
部

男
女
計
3
5名

斎
藤
弘
雄
　

鈴
木
利
昭
　
松
浦

美
孝
　

高
橋
長
懼
　
高
橋
孝
市

斎
藤
寿
秀
　

高
橋
正
之
　
斎
藤

幸
則
’
佐
藤
利
弘
１
吉
田
忠
吉

佐
藤
可
世
子
　
阿
部
秀
夫
　
大

沼
敦
子
　

佐
藤
久
子
　
渋
谷
ひ

さ
子
　

佐
藤
弘
子
　
松
浦
正
明

星
野
光
男
　
星
野
八
重
子
　
遠

藤
信
雄
　
三
浦
了
　

安
田
市
雄

後
藤
貞
子
　

後
藤
孝
一
　
志
村

三
枝
子
　

長
谷
川
幸
子

浴
津

律
子
　
阿
部
キ
ョ
ミ
　
松
浦
英

夫
　
関
根
忠
夫
　
高
橋
美
津
子

小
野
恵
美
子
　
吉
田
敏
彦
　
吉

田
弘
二

回
　
大
枝
方
部
　
男
女
計
1
8名

斎
藤
弘
　
小
林
光
子
　
小
林
力

桜
沢
信
子
　
桜
沢
洋
子
　
佐
藤

幸
江
　

玉
手
好
子
　
瀬
戸
夥
栄

小
林
健
一
　
瀬
戸
清
子
　
斎
藤

和
子
　

佐
藤
長
次
郎
　
鈴
木
一

之
　

佐
久
間
貞
市

’
佐
藤
浩
康

鈴
木
貞
治
　

鈴
木
茂
　
佐
藤
千

枝
子



文

化
祭

（
展
示

会
．）

見
て
あ
る
記

三
日
か
ら
五
日
ま
で
町
の
文

化
祭
が
あ
る
と
い
う
の
で
出
か

け
て
み
た
。
会
場
に
着
い
て
ま

ず
目
に
つ
い
た
も
の
二
つ
。
一

つ
は
「
町
民
体
育
館
新
築
」
の

大
看
板
と
資
材
の
山
、
来
年
三

月
末
に
は
総
面
積

二

三
七
四

平
方
米
の
体
育
館
が
で
き
る
と

い
う
。
工
事
費
は
六
千
万
円
、

大
成
建
設
Ｋ
Ｋ
の
請
負
。
そ
れ

に
も
う
一
つ
は
、
セ
ン
タ
ー
四

隣
に
移
築
さ
れ
た
「
県
重
要
文

化
財
旧
佐
藤
勝
一
氏
住
宅
」
、

り
っ
ぱ
な
か
や
ぶ
き
屋
根
に
壁

は
「
荒
壁
」
、
大
き
な
軒
場
石

を
め
ぐ
ら
し
、
目
下
フ
ェ
ン
ス

エ
事
中
、
今
月
中
に
完
成
と
の

玄
関
に
入
る
と
正
面
の
展
示

ケ
ー
ス
に
、
三
、
四
千
年
前
か

ら
一
千
年
前
に
か
け
て
の
石
器

土
器
、
瓦
な
ぞ
の
考
古
出
土
品

が
並
べ
て
あ
る
。

老
人
子
ど
も
室
に
は
民
俗
資

料
、
わ
れ
ら
の
先
祖
が
生
活
や

生
産
に
使
っ
た
道
貝
類
、
中
に

は
す
ぐ
戦
前
ま
で
使
っ
た
養
蚕

用
か
ら
だ
、
保
温
用
い
ち
こ
、

稲
こ
き
用
千
歯
（
せ
ん
ば
）
な

ど
な
つ
か
し
い
も
の
が
あ
る
。

料
理
実
習
室
は
盆
栽
展
示
室

に
変
っ
て
い
た
。
園
芸
愛
好
会

も
生
ま
れ
て
四
年
目
、
大
物
、

小
物
の
愛
蔵
品
が
進
歩
の
跡
を

物
語
っ
て
い
る
。

図
書
室
に
は
菊
と
お
も
と
、

豪
壮
華
麗
、
や
は
り
秋
の
王
様

は
菊
だ
之
い
う
感
じ
が
す
る
。

二
階
の
第
一
会
議
室
は
俳
句

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
が

仲
よ
く
同
居
、
そ
れ
に
役
場
職

員
ク
ラ
ブ
の
手
芸
が
わ
り
こ
ん

で
い
る
。
あ
つ
か
し
俳
句
会
で

は
、
近
作
の
句
を
た
ん
ざ
く
や

軸
物
に
し
た
た
め
て
貼
示
、
す

す
き
や
も
み
ぢ
を
あ
し
ら
っ
て

室
の
ム
ー
ド
を
出
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
ぱ
わ
ら
細
工
、

木
竹
工
、
手
芸
品
な
ど
、
今
ど

き
の
若
い
人
で
は
到
底
ま
ね
の

で
き
な
い
作
品
が
所
せ
ま
し
と

並
ん
で
い
る
。
婦
人
会
で
は
手

芸
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
作
品
を
並

べ
、
苦
心
の
あ
と
が
し
の
ば
れ

る
。
役
場
女
子
職
員
の
民
芸
品

は
ま
こ
と
に
格
調
の
高
い
も
の

と
感
激
す
る
。

講
堂
に
は
写
真
、
書
道
、
絵

画
、
華
道
な
ど
の
苦
心
の
作
品

が
飾
ら
れ
、
特
に
小
中
学
校
で

は
校
務
多
忙
の
折
に
も
拘
ら
ず

り
っ
ぱ
な
児
童
、
生
徒
の
作
品

を
提
供
さ
れ
こ
の
催
う
し
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

見
学
者
の
一
員
と
し

て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
。

（

Ｓ

生

記

）

明
治
学
級
だ
よ
り

今
月
は

言
一
十
日
）

い
も
煮
会
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
話

十
月
は
歩
け
歩
げ
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
、
そ
れ
に
文
化
祭
の
準
備
や

古
民
家
工
事
、
発
掘
調
査
の
協

力
な
ど
で
み
ん
な
犬
い
そ
が
し

な
の
で
講
義
学
習
は
お
休
み
に

し
ま
し
た
。
十
一
月
に
な
る
と

文
化
祭
で
大
活
躍
、
高
令
者
作

品
展
、
民
俗
資
料
展
、
盆
栽
や

菊
花
展
と
展
示
部
門
の
あ
ら
か

た
を
受
持
ち
、
更
に
町
長
選
挙

と
多
忙
な
中
で
生
き
た
社
会
の

勉
強
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

そ
れ
で
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
反

省
と
総
ま
と
め
を
す
る
た
め
に

次
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
十
月
二
十
一
日
）

兼
題
　
「
落
し
水
」
　
　
　「
萩
」

米
　
乱
れ
萩
だ
ら
く

坂
を
喘
ぐ
齢
　
　
　
　

早
田
　
灰
為

米
　
雨
の
囗
は
重
き
に
堪
え
て
萩
の
花
　
　
　
奥

山
　
甲
二

米
　
萩
咲
き
ぬ
芒
も
そ
よ
ぐ
山
の
荘
　
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
旅
愁
の
窓
ホ
ー
ム
の
萩
を
見
送
り
ぬ
　
　
　
　

一
　
陽

、米
　
老
農
の
生
涯
こ
こ
に
落
し
水
　
　
　
　
　
　
　

勝
　

ヱ

米
　
尼
僧
の
箒
も
軽
き
萩
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　

正
　
一

米
　
山
ず
そ
や
時
雨
に
う
た
れ
萩
の
道
　
　
　
　
　

痴
　

仏

米
　
沼
の
辺
に
由
緒
の
碑
古
る
萩
の
花
　
　
　
　
　

雨
　
田

米
　
こ
ぼ
れ
萩
長
き
話
は
苦
の
世
界
　
　
　
　
　
　

山
　

月

米
　
破
戒
尼
の
過
去
さ
り
げ
な
し
萩
の
寺
　
　
　
　

蔦
　

水

米
　
迷
ふ
こ
と
羅
漢
に
問
ふ
て
萩
の
坂
　
　
　
　
　

泰
　
山

米
　
こ
ぼ
れ
咲
く
萩
に
出
合
ふ
ゃ
秋
讃
歌
　
　
　
　

夢
　

水

米
　
萩
咲
く
や
風
止
む
時
の
な
か
り
け
り
　
　
　
　

吐
　

絹

米
　
鐘
の
音
に
夕
萩
花
を
沈
め
け
り
　
　
　
　
　
　

亭
　
司

米
　
鮒
っ
子
の
干
か
ら
び
て
居
る
落
し
水
　
　
　
　

ぱ
る
子

米
　
伏
せ
し
瓶
起
し
て
洗
ふ
萩
の
庭
　
　
　
　
　
　

貞
　

子

米
　
秋
の
譜
を
か
な
で
て
静
か
落
し
水
　
　
　
　
　

え
　

い

米
　
寡
婦
の
手
の
豆
だ
こ
光
り
落
し
水
　
　
　
　
　

昭
　
子

米
　
顫
撫
で
て
行
く
白
蝶
の
あ
り
し
か
な
　
　
　
　

秋
　

子

米
　
林
道
の
萩
咲
く
丘
に
ブ
ル
着
工
　
　
　
　
　
　

か
ね
子

米
　
幸
か
不
幸
か
土
着
と
決
め
し
落
し
水
　
　
　
　

栄
　

子

記

匸

日

時

十
一

月
三

十
日

（
木

）

二
、

日

程

午
前
十
時
か
ら
反
省
話
し

合
い
、
同
十
一
時
半
か
ら

会
食

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

「

ヲ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
」
の

お
ぱ
な
し

三
、
講
師

桑
折
町
立
桑
折
釀
芳
小
学

校
長
　
長
谷
川
秀
夫
先
生

四
、
場
所

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

五
、
そ
の
他

○

軽

い

お
べ
ん

と

う
持

参

○

お
汁
代

と
し

て

一
人

一
〇

〇

円

を

二
十
五

囗

ま
で

に

役
員

に
納

め

る
。

○

役
員

は
こ

れ
を

と

り
ま

と

め
て

、

二
十

六
日
午

後

一

時

セ

ン
タ

ー
で

打
合

会

有

開

く
゜
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